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市役所　②- 2111
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年末・年始の

業務について

お知らせ

年
末
の
ご
み
収
集

「
ご
み
収
集
日
程
表
」
の
と
お

り
、
1
2
月
3
1
日
土
ま
で
収
集
し

ま
す
・

年
始
の
ご
み
収
集

1
月
4
日
水
ま
で
休
み
ま
す
。

1
月
5
日
木
か
ら
「
ご
み
収
集
日

程
表
」の
と
お
り
収
集
し
ま
す
。

市
役
所
・
各
支
所
執
務

1
2月
2
8日
は
御
用
納
め
で
す
。

午
後
5
時
ま
で
執
務
し
ま
す
。

1
月
4
日
は
御
用
始
め
で
す
。

午
後
5
時
ま
で
執
務
し
ま
す
。

成
人
式

1
月
3
日
　
午
前
1
0時
か
ら

中
央
公
民
館
大
講
堂
で
行
わ
れ

ま
す
。

清
掃
工
場
へ
の
持
込
み

1
2月
3
0日
ま
で
平
常
ど
お
り
受

付
ま
す
。
3
1日
は
午
前
中
ま
で
。

1
月
4
日
か
ら
平
常
ど
お
り
で

す
。

問
合
せ
先
　
　
⑤
‐
3
2
3
0

下
水
道
管
が
詰
ま
っ
た
時

◇
東
深
川
終
末
処
理
場
へ

問
合
せ
先
　
　
⑥
‐
1
2
8
9

火
葬
業
務

平
常
ど
お
り
業
務
を
行
い
ま
す
。

し
尿
く
み
取
り
業
務

1
2月
2
5日
ま
で
に
申
込
ま
れ
た

家
庭
に
限
り
、
年
内
ま
で
に
く

み
取
り
ま
す
。

し
か
し
、
年
末
に
申
込
み
が
集

中
し
ま
す
と
、
処
理
能
力
に
限

界
が
あ
る
た
め
混
乱
し
ま
す
の

で
早
目
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

新
年
は
、
1
月
7
日
か
ら
業
務

を
行
い
ま
す
。

申
込
先
・
長
門
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー

⑥
1
2
7
5
2

年末・年始
長門 市 と小 郡間 に直 通列 車

「 北長 門 号」が はしり ます

期間: 12 月24日～1 月8 日（毎日運転）

時
刻
　
上
り

長
門
市
発
　
　
9

：
4
2

長
門
湯
本
発
　
9

：
4
8

小
郡
着
　
　
　
1
1
：
0
7

下
り

小
郡
発
　
　
　
1
7

：
4
3

長
門
湯
本
着
　
1
9
：
0
8

長
門
市
着
　
　
1
9
：
1
4

特
別
障
害
者
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

の
申
請
を

障
害
の
状
態
が
重
く
、
常
時
特

別
の
介
護
が
必
要
な
人
に
、
次
の

よ
う
な
手
当
が
支
給
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
手
当
は
、
申
請
し
な
い
と

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
手
当
の

支
給
要
件
に
該
当
す
る
人
の
家
族

は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
当
の
支
給
要
件

・
特
別
障
害
者
手
当

ア
　
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2

級
程
度
、
療
育
手
帳
Ａ
級
程

度
の
障
害
（
別
表
1
）
が
二

つ
以
上
重
複
し
て
い
る
。

イ
　
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
。

ウ
　
病
院
に
継
続
し
て
3
か
月

以
上
入
院
し
て
い
な
い
。

エ
　
前
年
の
所
得
が
基
準
以
下

で
あ
る
。

オ
　
年
齢
が
満
2
0歳
以
上
で
あ

・
障
害
児
福
祉
手
当

ア
　
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
と

2
級
の
一
部
程
度
、
療
育
手

帳
Ａ
級
程
度
の
障
害
（
別
表

2
）
が
あ
る
。

イ
　
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
。

ウ
　
前
年
の
所
得
が
基
準
以
下

で
あ
る
。

オ
　
年
齢
が
満
2
0歳
未
満
で
あ

手
続
き
の
方
法

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

現
在
支
給
を
受
け
て
い
る
年
金
や

手
当
の
証
書
、
印
鑑
を
持
参
し
て

福
祉
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
医
師
の
診
断
書
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
診
断

書
の
様
式
は
福
祉
事
務
所
に
あ
り

ま
す
。

手
当
の
支
払
い

申
請
し
た
翌
月
分
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。

手
当
の
月
額
は

特
別
障
害
者
手
当

月
額
　
2
万
9
5
0
円

障
害
児
福
祉
手
当

月
額
　
1
万
1
千
7
0
0
円

詳
し
い
こ
と
は
、
福
祉
事
務
所

庶
務
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

（
　
内
線
1
1
1
）

別表1　 特別障害 者手当
1. 両眼の視力の合計が0. 04以下。
2 ．両耳の聴 力レベ ルがＩ ＯＯデシベ ル以± 0
3 ．両手の機能 に著しい障害 がある。(両手の全部の指を失ってい る。 又は、 両手の

全部の指の機能 に著し い障害 がある場 合を含む)
4 ．両足の機能 に著しい障害 がある。 又は、両足の足首 から上 を失ってい る。
5 ．体幹の機能障害で座っ ているこ とが出 来ない。又は 立上 がるこ とが出 来ない。
6 ．このほ か、身体の機 能の障害 又は長期 間の安静が必要な病状 で、 その程度 が1

から5 までと同じと認 められる状 態であって、日常生活の用務 が出来ない。
7 ．精神障害で、程度 が1 から6 までと同 程度以上Ｏ
別表2　 障害児福祉手当
1 ．両眼の視力の合 計が0. 0  2 以下。
2 ．両耳の聴力 が補聴器 を使用し ても聞こ えない。
3 ，両手の機能に著しい障害 があ るO
4 ，両手の全部の指 を失っ てい るＯ
5 ．両足が全く使えない。
6 ．両方の大腿部 を半分以上失っ てい る。
7 ．体幹の機能障害で座っ てい ること が出来 ない。
8 ．このほ か、身体の機能の障害又は長期間 の安静 が必要な病状 で、その程度が1

から7 までと同じと認めら れる状態であっ て、日常生活の用務が出 来ない。
9 ．精神の障 害で、程度 が1 から8 までと同程 度以上。
10. 身 体の機能障害や病状又は精神の障害 が重複 する場合 で、その状態 が1 から9

までと同 程度以上。



水道事業の
業務状況公表

9 月末現在における業務実績は別表のとおりです。
経営面においては、ほぼ安定した状態を示しています。
しかしながら、使用水量の伸び率鈍化の傾向は、依然として続

いています。反面、施設の維持管理費や施設整備に件う支払い利
息は増加しており、経営成績の低下要因を多くかかえでいます。

今後とも経常費用の節減に努め、事業運営に取組みますので、
一層のご理解、ご協力をお願いします。

昭和63年度上半期（4 月～9 月）における水道事業の

業務状況を公表します。

財　 政　 状　 況

貸 借 対 照 表
（昭和63. 9. 30 現在） （単位千円）

借　　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　方

資　　産　　　　　　　1, 250, 965

固定資産　　　　　1, 137, 206

有形固定資産　1, 546, 744

有形固定資産
減価償却累計額 △ 410, 613

無形固定資産　　　1, 075

流動資産　　　　　　111, 811

繰延勘定　　　　　　1, 948

負　　債　　　　　　　18, 606

固定負債　　　　　　16, 932

流動負債　　　　　　　1, 674

資　　本　　　　　　1, 232, 359

資 本 金　　　　903, 372

自己資本金　　　　86, 152

借入資本金　　　817, 220

剰 余 金　　　　328, 987

資本剰余金　　　246, 646

利益剰余金　　　　82, 341

二 ご 二

合　　　計　　　　1, 250, 965 合　　　計　　　1, 250, 965

（注）　上半期分減価償却費は含んでい ません。

予 算 執 行 状 況
収 益的 収 入 及び 支 出 ( 単位 ： 干円)

区　　　 分 収　　 人 支　　 出 差 引 純 損 益

上 水 道 事 業
( 235, 753)

118, 728
( 251, 327)

85, 716
( △ 15, 574)

33, 012

湯本簡易水道事業
( 41, 288)

21, 774

( 29, 335)

10, 801

（　11, 953)

10, 973

俵山簡易水道事業
囗0, 460)

5, 329
(  13, 152)

3, 376
( △ 2, 692)

1, 953

予　　 備　　 費
（　190 ） ( △ 　190)

計
( 287, 5 ㈲

145, 831
( 294, 004)

99, 893
( △ 6, 503)

45, 938

1 。（　　　 ）内は や算額
2 ．上半期分減価償却費は含んでいません。

資 本 的 収 入 及 び 支 出 ( 単位： 刊I D
区　　　 分 収　　 入 支　　 出 支 出 執 行 率

水　道　 事　 業
冂4, 200)

0
( 102, 514)

12, 007
11. 71%

計
(  64, 200)

O

( 102, 514)

12, 007
11. 71%

（　　　 ）内は予算額

昭和62年度剰余金処分計算書　　　（単位: 千円）

当年度末処分利益剰 余金　　　　　　14, 982
利 益 剰 余 金 処 分 額　　　　　　 匚000

減　 債　積　立　金　　　　　　　　匚000
翌 年度繰 越利 益剰 余金　　　　　13, 982

このほ かの決算状況 を示す貸借対照表、損益計算書、
企業債明細書については6 月1 日付市広報で業務状況 を
公表しています。

長
門
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験

職
種
・
採
用
予
定
人
員

技
術
吏
員
　
　
1
人

勤
務
場
所

長
門
地
区
広
域
清
掃
工
場

受
験
資
格

昭
和
3
9年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

4
6年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
日

本
国
籍
を
有
す
る
男
子
で
、
市
内

又
は
大
津
郡
内
に
居
住
し
て
い
る

人
。

試
験
の
方
法

（
1
次
試
験
）

一
般
教
養
試
験
、
作
文
試
験

試
験
日
、
場
所

・
昭
和
6
4
年
1
月
8
日
日

・
正
明
市
3
区
長
門
地
区
広
域
行

政
事
務
組
合
（
消
防
庁
舎
内
）

受
付
期
間

昭
和
6
3年
1
2月
2
日
か
ら
1
2月

1
7日
ま
で
の
間
の
執
務
時
間
中

詳
細
問
合
わ
せ
と
、
受
験
申
込

書
の
請
求
、
受
験
申
込
み
は

長
門
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

（
消
防
庁
舎
内
）

②
‐
0
6
4
8
へ
。

自
衛
官
募
集

自
衛
隊
生
徒

受
付
期
限
　
Ｓ
6
4
年
1
月
7
日

応
募
資
格
　
Ｓ
6
4
年
4
月
1
日

現
在
で
1
5歳
以
上

1
7歳
未
満
。

2
等
陸
海
空
士

受
付
期
限
　
1
年
中

応
募
資
格
　
採
用
月
の
1
日
現

在
で
1
8歳
以
上
2
5

歳
以
下
。

申
込
み
と
詳
細
は

自
衛
隊
萩
募
集
事
務
所

0
8
3
8
2
②
2
4
0
9

12月分

国民年金保険料
納付 期限 の

訂正につい て

10 月中旬 にお配 りし た、 昭和63

年度国 民年金保険 料後期分 『国民

年金保 険料納付書 兼領収書』 に記

載 されてい る納付期 限 が間違 って

い ました。

お詫 びして、次 のよ うに訂 正し

ます。

「昭和63 年12月24 日」 と あるの を

昭和63年12 月26日 に訂 正し ます。



国
保
の
人
間
ド
ッ
ク

追
加
受
付
を
開
始

わ
ず
か
な
自
己
負
担
で
安
心
を

国
民
健
康
保
険
で
、
4
月
か
ら

実
施
し
て
い
る
『
外
来
人
間
ド
ッ

ク
』
の
定
員
数
に
少
し
余
裕
が
出

来
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
今
回
2
0人
程
度
の

追
加
申
込
み
を
受
付
け
ま
す
。

検
診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
急

い
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
対
象
者

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で

あ
っ
て
、
年
齢
が
4
0歳
か
ら
6
9歳

ま
で
の
人
が
対
象
で
す
。

・
費
　
用

検
診
費
用
＝
1
人
当
り
2
5
、

8
0
0
円
程
度
で
、
こ
の
内
8
割

を
国
保
か
ら
負
担
し
、
自
己
負
担

は
、
5
、
1
6
0
円
程
度
に
な
り

ま
す
。

・
申
込
み
は

印
鑑
と
保
険
証
を
持
っ
て
、
市

民
課
国
民
健
康
保
険
係
又
は
、
各

支
所
の
窓
口
で
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
受
付
け
が
済
む
と
、『
外
来
ド

ッ
ク
利
用
券
』
を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
利
用
券
を
持
っ
て
、
次
の

医
療
機
関
の
う
ち
か
ら
、
あ
な
た

の
希
望
す
る
医
療
機
関
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

・
受
診
は
2
月
末
ま
で
に

利
用
券
で
受
診
す
る
場
合
に
は

6
4年
2
月
末
ま
で
に
必
ず
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

2
月
末
ま
で
に
受
診
さ
れ
な
い

場
合
は
、
受
診
を
希
望
さ
れ
な
い

も
の
と
し
て
取
扱
い
ま
す
。

・
医
療
機
関

○
天
野
医
院

○
岡
田
病
院

○
河
辺
眼
科

○
木
下
皮
膚
科

○
國
司
眼
科

○
斎
藤
医
院

○
俵
山
病
院

○
吉
村
内
科

○
斎
木
病
院

○
宮
尾
医
院

○
長
門
総
合
病
院

○
持
山
外
科
整
形
外
科
医
院

※
詳
細
問
合
せ
先

国
民
健
康
保
険
係

（
　
内
線
1
4
1
）

人間としての尊厳を認めよう
人権週間　12月4 日～10日

い
じ
め
、
体
罰

や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
侵
害
、
同
和
問

題
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
人
権
問

題
が
表
面
化
し
て

い
ま
す
。
こ
う
い

っ
た
問
題
は
、
一

人
ひ
と
り
の
考
え

方
の
違
い
や
集
団

心
理
的
な
作
用
に

よ
っ
て
生
じ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う

し
た
差
別
や
虐
待

は
、
同
じ
人
間
で

あ
る
以
上
許
さ
れ

る
行
為
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
は
、
も
っ

と
人
権
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て

み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
よ
う
か
。

よ
り
幸
福
な
人
生
を

送
る
た
め
に

人
権
と
は
、
一
口
に
い
え
ば
、

「
日
々
の
生
活
の
中
で
、
よ
り
幸

福
な
人
生
を
送
る
た
め
に
、
人
間

と
し
て
も
っ
て
い
る
当
然
の
権
利
」

と
い
え
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、「
自
分

の
権
利
は
主
張
し
、
相
手
に
認
め

さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
相
手
の
権

利
は
認
め
な
い
」
と
い
う
よ
う
な

最
近
の
風
潮
は
、
少
な
か
ら
ず
他

人
の
人
権
を
侵
害
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。「
意
識
せ
ず
に
や
っ
た
こ

と
だ
」
と
言
っ
て
も
、
相
手
の
心

に
は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
傷
と
な

っ
て
残
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
ま
ず
、「
他
人
に
も
人
権

が
あ
り
、
自
分
の
人
権
を
主
張
す

る
権
利
は
、
他
人
の
人
権
を
尊
重

す
る
義
務
と
論
理
的
に
結
び
つ
い

て
い
る
」
と
い
う
人
権
の
基
本
を
、

一
人
ひ
と
り
が
自
覚
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
、

人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
認
め
る
こ

と
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

山
口
地
方
法
務
局
と
山
口
県
人

権
擁
護
委
員
会
連
合
会
で
は
、

○
「
社
会
の
国
際
化
と
人
権
～
世

界
人
権
宣
言
4
0周
年
」

○
「
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

人
権
を
育
て
よ
う
」

を
重
点
目
標
に
掲
げ
て
、
人
権
問

題
の
解
消
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
1
か

月
で
す
。
国
民
年
金
保
険
料
の
納

め
忘
れ
は
な
い
か
確
か
め
て
み
ま

し
ょ
う
。
納
め
忘
れ
て
い
る
人
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
納
め
て
く

だ
さ
い
。

年
金
は
、
。老
後
”の
生
活
設
計

の
柱
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
病
気
や
事
故
な
ど
の

。も

し
も
の
時
″
の
保
障
で
も
あ
り
ま

す
。『

あ
の
時
、き
ち
ん
と
保
険
料
を

納
め
て
い
れ
ば
・：
』
と
い
う
こ
と

に
な
ら
な
い
よ
う
、
保
険
料
は
忘

れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
保
険
料
を
納
め
る
の
が

困
難
な
人
や
、
間
合
せ
が
あ
り
ま

し
た
ら
市
民
課
国
民
年
金
係
へ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

第
3
0
回
短
縮
マ
ラ
ツ
ン
記
念
大
会

参

加

者

募

集

・
日
　
時
　
1
2
月
1
1
日
日

ス
タ
ー
ト
　
1
0時

・
種
　
目

④
小
学
生
　
3
に作一

④
中
学
生
　
6
にｍ

④
高
校
生
　
1
0㎞

④
一
　
般

・
2
9歳
以
下
　
1
0
㎞

・
3
0歳
代
　
6

㎞

・
4
0歳
以
上
　
4

にｍ

・
女
　
子
　
4

にｍ

④
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
　
3
にｍ

④
親
子
ベ
ア
　
1
.
5にｍ

・
参
加
者

参
加
種
目
を
完
走
で
き
る
自

信
の
あ
る
人

・
参
加
料
　
1

人
1
5
0円

・
申
込
み
　
1
2
月
6
日
火
ま
で
に

体
育
協
会
事
務
局

内
線
2
0
6
・
2
0
7
ま
で
…



障害者の日 身体障害者福祉週間 12月9 日
～15

日
障
害
を
も
っ
人

の
社
会
参
加
を

進
め
よ
う
！

一
口
に
障
害
を
も
っ

て
い
る
人
と
い
っ
て
も
、

障
害
の
種
類
や
部
位
、

程
度
な
ど
、
身
体
的
ハ

ン
デ
ィ
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。し

か
し
、
障
害
を
も

っ
て
い
る
人
の
多
く
は
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
、
自

立
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。1

2月
9
日
は
『
障
害

の
日
』、そ
の
日
か
ら
1
5

日
ま
で
は
『
身
体
障
害

者
福
祉
週
間
』
で
す
。

障
害
を
も
っ
て
い
る
人
の
努
力

を
認
め
、
社
会
へ
の
『
完
全
参
加

と
平
等
』
を
進
め
て
い
く
た
め
に

も
、
同
じ
社
会
の
構
成
員
と
し
て

支
え
合
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。今

回
は
、
1
0月
2
9日
・
3
0日
の

両
日
、
京
都
市
で
開
催
さ
れ
た
全

国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

山
口
県
代
表
選
手
で
出
場
し
、
金

メ
ダ
ル
2
個
を
獲
得
し
た
、
長
門

市
出
身
者
を
紹
介
し
ま
す
。

金
メ
ダ
ル
を
1
人
が
2
個
獲
得

お
め
で
と
う

大
工
宗
貴さ

ん

大
工
宗
貴
さ
ん
（
1
8歳
）
は
、

視
覚
障
害
4
級
の
た
め
、
市
内
の

高
校
か
ら
下
関
市
に
あ
る
県
立
盲

学
校
高
等
部
に
編
入
し
、
同
校
の

寮
か
ら
通
学
し
て
い
ま
す
。

第
2
4回
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
2
、

1
1
0
人
の
選
手
が
参
加
し
、
山

口
県
か
ら
は
1
3人
の
選
手
が
出
場

し
ま
し
た
。

県
選
手
で
参
加
し
た
大
工
さ
ん

は
、
3
段
跳
と
4
0
0メー
ト
ル
走
に

出
場
し
、両
方
と
も
1
位
に
な
り
、

2
個
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
も

の
で
す
。

父
親
の
、
勲
さ
ん
（
中
山
区
）

は
、『
あ
の
子
は
、
中
学
校
の
頃
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
は
得
意
で
し
た
』
と

う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

1
つ
で
も
難
し
い
金
メ
ダ
ル
を

1
人
で
2
個
も
獲
得
す
る
に
は
、

日
頃
の
練
習
は
並
大
抵
で
は
な
か

っ
た
こ
と
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
ろ
か
ら
健
闘
を
た
た
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

大　工　宗 貴 さん

4
人
の
ミ
ス
が

新
し
い
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を

披
露

1
1
月
1
4
日
、
ミ
ス
・
青
海
島
な

ど
4
人
の
ミ
ス
が
、
福
田
市
長
を

訪
れ
、
ク
リ
ス
タ
ル
ブ
ル
ー
の
新

し
い
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
披
露
し
ま
し

た
。

第
6
0回

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

記
念
大
会

1
1月
1
3
日
、
日
置
町

千
畳
敷
登
山
の
市
民
ハ

イ
キ
ン
グ
大
会
に
、
約

2
0
0人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
第
6
0
回
の

記
念
大
会
と
い
う
こ
と

で
、
参
加
者
全
員
に
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

村
　
田
　
大
　
樹
く
ん

（
1
歳
8
か
月
）

（
中
山
区
）

と
っ
て
も
ヒ
ョ
ー
キ
ン
者
で
、

光
ゲ
ン
ジ
が
テ
レ
ビ
に
出
る
と
、

一
緒
に
お
ど
り
だ
し
ま
す
。

こ
の
ま
ま
元
気
に
大
き
く
育
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
母
　
浩
未
さ
ん
）

さよなら

降
り

る
子
は
海

に
、

乘

る
子

は
山

に
。

船
は

さ
ん
ば
し

に
、

さ
ん

ば
し
は
船

に
。

鐘
の
音
は

鐘

に
。

け
む
り
は

町

に
。

町
は
晝
間
に
、

夕
日
は
空

に
。

私
も
し
Ｅま
し
よ
、

さ
よ
な
ら
し
ま
し
よ
。

け
ふ
の
私

に

さ
よ
な
ら

し
ま
し
よ
。

「
Ｊ
Ｕ
Ｌ

Ａ
出

版
局

み
す
ゞ
全
集
か
ふ

シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
講
座
開
講

日
時
　
1
2
月
1
5
日

午
後
1
時
3
0
分
か
ら

場
所
　
林
業
セ
ン
タ
ー

2
階
会
議
室

内
容
　
「
シ
イ
タ
ヶ
栽
培
の
要
点

に
つ
い
て
」
の
講
習

講
師
　
山
口
県
椎
茸
農
業
協
同
組

合
職
員

師走の街に
ご用心

暴力追放はみんなの力で
暴 力 団 を 恐 れ な い｡ ／

( 事あれば､ 直 ちに110 番する｡)

暴 力 団 に 金 を 出 さ な い ／

( 暴力団につけこまれるスキをつくらない。)

暴 力 団 を 利 用 し な い ／

(一 度利用 すれば一生涯抜 け出せない。)



12

月

健診カレンダー
日 曜 健　　 診　　名 時　　　　間 場　　　 所 対　　象　　 者

2

6

9

12

13

〃

〃

14

〃

16

19

々

20

々

21

々

22

23

26

金

火

金

月

火

〃

多

水

〃

金

月

〃

火

々

水

〃

木

金

月

乳　児　健　診

育　 児　学　級

1歳6 か月児健診

乳　児　健　診

健　康　 相　談

乳　 児　健　診

健　康　相　談

3 歳 児 健 診

発達クリニック

乳　 児　健　診

13 :  30～14 :  30

13 :  30～14 :  30

13 :  30～14 :  30

14 :  00～14 :  30

13 :  30～14 :  30

14 :  00～14 :  30

13 :  30～15 :  30

13 :  15～13 :  45

13 :  00～14 :  30

13 :  30～14 :  30

10 :  OO～11 :  30

13 :  00～14 :  30

13 :  30～14 :  30

13 :  30～15 :  00

13 :  30～15 :  00

13 :  OO～14 :  00

13 :  OO～14 :  00

13 :  30～14 :  30

13 :  30～14 :  00

岡田クリニック

長門総合病 院

岡田クリニック

高木小児科医院

長 門総合病 院

高木小児科医院

保健 セ ンター

保健 セ ンター

長門 総合病院

岡田 クリニック

田 ノ 浦 会 館

通　公　民　館

長門総 合病院

大 畑 集 会 所

湯町区 事務所

長 門 保 健 所

長 門 保 健 所

岡田クリニック

斎　木　病　院

3 か月児、7 か月児
3 か月児
( 生後100日以降)
3 か月児、7 か月児

3 か月児
3 か月児
( 生後100日以降)
7 か月児

4 か月児をもつ母親

S62 年6 月生れの子

7 か月児

3 か月児、7 か月児

一般成人

一般成人

3 か月児
( 生後100日以降)

一般成人

一般成人

S60 年12月生れの子
身体面、精神面で
ちょっと気になる子
3 か月児、7 か月児

3 か月児、7 か月児

毎週

毎週

木

金

健　康　相　談

育　児　相　談

9 : OO～15 :  00

9 : 00 ～15 :  00

保健 センタ ー

保健 センタ ー

一般成人

乳 幼 児

生後6 か月になったら神経芽細胞腫検査（小児ガン検査）を受けましょう。
詳しくは長門保健所へお問い合せください。（　②－2811）

家族そろって
初日の出を

第10回新春初歩き大会
1989年元旦･ 御来光登山

場　　 所　 通　 山島 山

集合 場所　 通惣佐 ヶ浴下広場

( 立野 建築広場)

集合時 間　 午前6 時30 分

登山 出発　 午前6 時35 分

御 来 光　 午 前7 時15 分

申し 込み　12 月24 日出 まで に、市教

育 委員 会社会体育 係へ。

内 線207

＊参加者は、゛ぞうに” 用餅1固

持 参くだ さい。

税の巡回相談

日　時　12月15日(木)
午前10時～午後3 時

場　所　市役所3 階会議室
担　当　広島国税局税務相談室

下関分室相談官

税のことなら
なんでも

お気軽に
どうぞ。

その火　その時
すぐ始末

石
油
ス
ト
ー
ブ
は

正
し
く
取
扱
い
ま
し
よ
う

石
油
ス
ト
ー
ブ
か
ら
の
火
災

は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
取
扱
い
上

の
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。

正
し
い
取
扱
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

1
、
故
障
し
た
ス
ト
ー
ブ
は
、

素
人
修
理
し
な
い
で
専
門
店

に
み
て
も
ら
う
。

2
、
給
油
す
る
時
は
火
を
消
し
、

灯
油
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め

3
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
燃
料
夕

ン
ク
の
キ
ャ
ッ
プ
は
確
実
に

閉
め
る
。

4
、
ふ
す
ま
や
カ
ー
テ
ン
、
障

子
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
の

そ
ば
で
使
わ
な
い
。

5
、
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
子
供

を
遊
ば
せ
な
い
。

6
、
外
出
す
る
時
や
、
就
寝
す

る
時
は
完
全
に
消
火
し
た
こ

と
を
確
か
め
る
。

長
門
地
区
消
防
本
部
・
消
防
署

長
門

②
‐
3
1
1
1

表
紙
の
説
明

1
1月

1
2
日
、
西
深
川
保
育
園
児

が
も
ち
つ
き
を
体
験
し
ま
し
た
。

今
年
6

月
1
1
日
、
下
川
西
区
の

田
金
さ
ん
の
水
田
に
、
松
、
竹
組

の
園
児
が
植
え
た
も
ち
米
が
、
1
8
0

k
g
と
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
田
金
さ
ん
家
族
総
出

で
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
、
二
、
三

人
ず
つ
が
交
代
で
つ
き
ま
し
た
。

は
じ
め
て
の
も
ち
つ
き
に
、
は

り
き
る
子
ど
も
や
、
と
ま
ど
う
子

ど
も
も
い
て
、
ケ
ガ
を
し
な
い
よ

う
に
と
お
母
さ
ん
達
も
見
守
っ
て

い
ま
し
た
。

小
さ
な
手
で
丸
め
ら
れ
た
も
ち

は
、
長
寿
園
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

1
月
1
日
号
の
「
広
報
な

が
と
」
は
、
1
2月
2
6日
に
発

行
し
ま
す
。

従
っ
て
、
1
2月
1
5日
号
は

休
刊
し
ま
す
。

今 月 の納 税

固定資産税　第3

期 納期/ 12月26日
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